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１．はじめに 

山地河道は、流量・河床の時空間的な変動が激し

く、連続的な流砂水文観測（水位・浮遊砂・掃流砂

等）は、観測機器の破損・流亡等の様々な困難を伴

うため、限られた箇所での試験的な実施に留まって

いた。このため砂防研究室では、流砂水文観測に関

する技術開発を進めその成果も活用し、近年、全国

的に直轄砂防事務所において流砂水文観測の実施が

進められている。改定された河川砂防技術基準・調

査編では、砂防調査の一環として流砂観測を実施し、

流砂量年表をとりまとめることとされている。 

 

２．山地河道における流砂水文観測の手引き（案） 

砂防研究室では、プロジェクト研究「国土保全の

ための総合的な土砂管理手法に関する研究」（平成

20年度～22年度）等の研究成果並びに全国の直轄砂

防事務所を中心とした流砂水文観測の取組を基に、

山地河道における流砂水文観測の目的、考え方、現

時点における標準的な手法について、平成24年4月に

「国総研資料686号 山地河道における流砂水文観

測の手引き（案）」（以下、手引き）を、とりまと

めた。手引きでは、流砂水文観測の主要な目的とし

て以下の4項目を挙げている。 

①流域の土砂動態の概況把握・監視 

将来的なリアルタイム流砂水文観測データを用い

た土砂生産の発生や土砂災害の切迫性把握への活用 

②砂防基本計画の策定・砂防事業の効果評価 

基本計画の策定や事業評価を行う際に実施する流

出解析及び河床変動計算の係数設定への活用 

③天然ダム形成などの危機管理 

天然ダム形成後の越流開始時期予測のために実施

する流出解析における係数設定への活用  

④総合的な土砂管理計画の策定への活用 

山地流域から下流河川への流砂量、流砂の粒径の

把握への活用 

また、手引きでは、流砂水文観測の標準的な手法

について、観測項目別に示している。 

①水文観測：降水量、流量（水位及び流速）  

②浮遊砂観測：濁度計、浮遊砂採取  

③掃流砂観測：音響式掃流砂量計 

３．流砂水文観測データの分析事例 

図は、音響式掃流砂量計から得られた掃流砂量を

流域面積・期間降水量あたりの掃流砂量に換算した

結果と同じ水系内で流域面積が概ね近い砂防堰堤に

おける堆砂測量から推定した流域面積・期間降水量

あたりの流出土砂量の比較の分析事例を示したもの

であり、量的にほぼ同程度であった。この結果，音

響式掃流砂量計が良好に掃流砂量を推定できる可能

性を示唆するものである。 

 
図 音響式掃流砂量計の観測結果と堆砂測量から求

めた流出土砂量の関係の分析事例 

 

４．おわりに 

今後は、引き続き、流砂水文観測データの収集を

継続し、土砂移動が場所や出水により異なる要因を

検討し、要因をコントロールする場の条件（例えば，

地形や上流の土砂生産状況等）に関する検討を進め

ていく予定である。 

 

【参考資料】 

国総研資料686号 山地河道における流砂水文観測の手引

き（案） 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0686.htm 
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１． はじめに 

 平成23年7月、福岡県から熊本県にかけての広い範

囲で九州北部豪雨災害が発生した。本災害において

は、１級水系の国管理区間においても観測史上最高

の水位を観測し、多くの箇所で越水・氾濫等が発生

した。これまで堤内地側の浸水に関しては、痕跡高

の調査等が行われてきたものの、氾濫流の挙動を詳

細に調査することはなかった。しかし、水害時にお

いては氾濫流の挙動に応じた適切な避難行動をとる

ことの重要性が指摘されており、浸水解析の高度化

と併せて氾濫流の挙動実態を把握することが重要と

なっている。本調査では水害発生後に浸水域の観察

や聞き取りを行い、氾濫流の挙動を定性的に把握し

た。 

 

２． 花月川、山国川における氾濫経路 

 筑後川水系花月川が流れる大分県日田市、山国川

が流れる大分県中津市は、7月3日と7月14日の２度に

わたって大雨と洪水に見舞われている。以下では7

月3日に発生した氾濫状況について調査結果を示す。 

2.1花月川（御幸橋～花月川橋下流） 

 当該地区は花月川でも広範囲に浸水被害が生じた

地区である。聞き取り調査によると、「堤防に沿っ

た街路と堤内側の水路から、氾濫流が住宅街に流れ

込んだ」とのことであり、地形だけでなく街区内の

道路・水路等空間の配置や連続性が氾濫流に大きく

影響することが示唆される（図-1）。また、昭和学

園高校のコンクリートブロック塀が流木により大き

く倒壊していた（写真1）。周辺の施設に比べてかな

り大きな損壊状況であり、漂流物により流体力が大

幅に増加したと見られる。上流域には製材所が多数

有り、流木による堰上げや施設の損壊が多く見られ

た。 

2.2山国川 

 山国川は堀込み河川であるが、橋梁等において瓦

礫等が付着し、堰上げが生じることによる越水が散

見された。樋田地区の浸水状況を図-2に示す。耶馬

渓橋及び荒堰の管理橋が流木で閉塞し、内岸側に越

水が生じている。また、氾濫流は集落内の道路を主

流路としており、川側よりも山側の家屋で浸水深が

大きくなっている。 

図-1 花月川氾濫流調査結果図 

図-2 山国川氾濫流調査結果図 

 

３． おわりに 

 水害をもたらす氾濫流の挙動について調査結果の

一例を示した。今後は、氾濫流の特性を踏まえた危

機管理対策の検討や浸水計算の精度検証に資するこ

とを目的に、水害発生時に機動的な調査をし、得ら

れたデータを系統的に蓄積することとしている。 
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